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し
か
し
、
こ
れ
に
対
す
る
政
府
の
姿
勢
は
妥
協
と
譲
歩
に
迫
ら
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
は
極
め
て
憂
慮
す
べ
き
こ
と

で
あ
る
。 

今
日
、
我
が
国
の
農
業
は
極
め
て
厳
し
い
情
勢
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
国
内
で
は
農
産
物
需
要
の
低
迷
、
打
ち

続
く
減
反
と
冷
害
等
に
よ
る
減
収
、
外
に
は
海
外
農
畜
産
物
輸
入
増
加
に
よ
り
、
食
糧
自
給
率
は
年
ご
と
に
低 

 

下
し
、
今
や
穀
物
に
お
い
て
三
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
落
ち
込
ん
で
い
る
。 

こ
れ
に
加
え
て
米
国
を
は
じ
め
と
す
る
諸
外
国
は
、
牛
肉
、
オ
レ
ン
ジ
を
は
じ
め
と
す
る
農
畜
産
物
輸
入
自
由

化
・
枠
拡
大
を
強
く
要
求
し
て
お
り
、
特
に
日
米
農
産
物
交
渉
は
今
や
大
詰
め
に
き
て
い
る
。 

一 

政
府
は
米
国
に
対
し
、
我
が
国
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
の
厳
し
さ
を
更
に
強
く
伝
え
、
当
面
す
る
農
産
物
の 

 
以
上
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、
政
府
の
強
い
対
策
を
求
め
て
以
下
三
点
を
質
問
す
る
。 
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三 

今
日
の
よ
う
な
農
畜
産
物
輸
入
拡
大
が
進
め
ば
、
か
つ
て
の
英
国
の
よ
う
に
食
糧
自
給
率
は
著
し
く
転
落 

し
、
農
業
と
農
村
の
衰
退
、
果
て
は
民
族
の
活
力
を
失
う
懸
念
も
な
い
と
は
い
え
な
い
。
今
日
英
国
は
こ
れ
を

深
く
反
省
し
、
穀
物
自
給
率
を
七
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
、
西
独
は
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
引
き
上
げ
て
い
る
。
我
が

国
民
族
の
活
力
維
持
、
国
民
生
活
の
安
全
保
障
体
制
確
立
の
た
め
、
我
が
国
の
食
糧
自
給
率
を
引
き
上
げ
る
べ 

二 

日
米
貿
易
摩
擦
は
、
農
畜
産
物
輸
入
自
由
化
に
よ
り
推
定
さ
れ
る
数
億
ド
ル
の
輸
入
増
に
よ
つ
て
解
決
さ
れ

る
も
の
で
は
な
い
。 

輸
入
自
由
化
・
枠
拡
大
の
要
求
を
拒
否
し
、
日
本
農
業
を
犠
牲
に
し
な
い
よ
う
対
処
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど

う
か
。 

従
つ
て
、
内
需
に
重
点
を
置
い
た
経
済
政
策
の
軌
道
修
正
な
し
に
解
決
の
み
ち
は
な
い
と
考
え
る
が
、
こ
れ

に
つ
い
て
の
認
識
は
ど
う
か
。 

二
百
億
ド
ル
に
及
ぶ
日
米
貿
易
黒
字
は
、
外
需
中
心
の
日
本
経
済
運
営
に
よ
り
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。 

四 

 



 

 

五 

き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
そ
の
長
期
展
望
は
ど
う
か
。
ま
た
、
我
が
国
農
業
の
体
質
強
化
に
つ
い
て
の
基
本
的

考
え
方
は
ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 


